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①
子
年
　
②
乙
女
座
　
③
無
し 

④
仕
事
に
近
い
？
釣
り 

 

昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
生
　 

 (

関
東
大
震
災
　
二
百
十
日)

　 

仕
事
　
趣
味
に
近
い
？
　
外
科
医 

そ
の
他
　
昭
和
三
十
九
年
よ
り
　
ハ

ム
（
ボ
ン
レ
ス
ハ
ム
で
は
な
い
）
小

型
船
舶
操
縦
（
ペ
ー
パ
ー
免
許
者
）

廃
物
利
用
　(

年
代
物
電
気
計
算
機

の
再
生)

血
液
型
　
Ｏ
型 

 

平
成
十
六
年
五
月
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
田
辺
市

の
生
ま
れ
で
す
。
気
候
、
風
土
等
共

通
し
た
所
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

二
十
数
年
の
療
養
所
勤
務
で
、
最
新

の
医
療
か
ら
乖
離
し
て
い
る
所
が
ま

ま
あ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

専
門
と
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

色
々
、
所
詮
何
で
も
屋
、
八
百
屋
で

し
ょ
う
か
。 

 

言
葉
が
標
準
語
？
で
、
当
地
に
は

意
味
不
明
の
言
語
が
あ
る
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

鈴  木　淑  男　医師 
す ず き　よ し お　（外科） 

①
猪
年
　
②
乙
女
座
　
③
諸
行
無
常 

④
釣
り  

  

六
月
一
日
か
ら
市
民
病
院
に
赴
任

し
ま
し
た
。
約
一
か
月
ほ
ど
経
過
し

て
、
だ
い
ぶ
仕
事
に
も
、
平
戸
の
生

活
に
も
な
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
ち
ら
に
赴
任
す
る
前
は
、
福
岡
市

済
生
会
病
院
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。 

 

都
会
で
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
生
活
で

し
た
の
で
、
こ
ち
ら
の
自
然
に
囲
ま

れ
た
生
活
は
大
変
新
鮮
で
す
。 

 

ま
た
、
平
戸
の
お
年
寄
り
は
、
皆

さ
ん
大
変
元
気
で
健
康
な
方
が
多
い

と
い
う
印
象
で
す
。 

 
皆
さ
ん
が
健
康
な
生
活
を
送
る
上

で
の
手
助
け
を
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。 

吉  山　慶  三　医師 
よしやま　けいぞう　（眼科） 

①
牛
年
　
②
て
ん
び
ん
座
　 

③
な
せ
ば
な
ん
と
か
な
る 

④
車
い
じ
り
、
釣
り
、
持
久
力
の
い

　
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
、子
供
と
戯
れ
る
。 

 

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
六
月
か
ら

勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
不
機

嫌
そ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
実
は
気
の
い
い
や
つ
で
す
。

怒
り
モ
ー
ド
に
な
る
つ
ぼ
は
浅
い
で

す
け
ど
・
・
・
。
あ
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
も
飲
め
そ
う
に
見
え
て
実
は
下
戸

で
す
。 

　
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
剣
道
を
続

け
、
大
学
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
て
西
日
本
大
会
準
優
勝
を
経
験
し

た
り
と
、
な
か
な
か
武
闘
派
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
当
時
か
ら
二
十
キ
ロ
以

上
も
太
っ
て
し
ま
っ
た
今
で
は
、
靭

帯
断
裂
や
半
月
板
損
傷
が
怖
く
て
、

魚
と
戯
れ
る
毎
日
で
す
。
か
な
り
広

範
囲
に
出
没
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

山  口　貴  之　医師 
 やまぐち　たかゆき （整形外科） 

①
干
支 

②
星
座 

③
座
右
の
銘 

④
趣
味 

市民病院広報　（２） 



①
子
年
　
②
し
し
座
　
　 

③
笑
う
門
に
は
福
来
る
。 

④
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
一
年
前

　
か
ら
始
め
ま
し
た
。(

ま
だ
ま
だ

　
下
手
で
す
が
・
・
・) 

   

六
月
二
日
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
戸
で
働
く
の
は
初
め
て

で
す
が
、
子
供
た
ち
は
素
直
で
、
元

気
な
子
が
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

も
み
な
さ
ん
親
切
で
、
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

平
戸
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
海
が
き

れ
い
で
、
魚
も
美
味
し
い
の
で
、
こ

れ
以
上
太
り
す
ぎ
な
い
か
だ
け
が
心

配
で
す
。 

 

小
児
科
医
は
自
分
ひ
と
り
な
の
で
、

行
き
届
か
な
い
面
や
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

光  武　伸  祐　医師 
みつたけ  しんすけ （小児科） 

 

七
月
二
十
日
に
七
夕
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
給
食 

で
は
食
べ
た
い
も
の
を
選
ぶ
機
会
が
な
い
の
で
、
好
き
な
も 

の
を
目
の
前
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
年
に
二
回 

デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
を
催
し
て
い
ま
す
。 

 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
団
子
・
和
菓
子
・
ゼ
リ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
パ 

ン
チ
・
果
物
な
ど
の
中
か
ら
選
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

療
養
病
棟
食
堂
で
は
、
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
の
時
間
を 

利
用
し
、
先
に
行
わ
れ
た
【
七
夕
ま
つ
り
】
の
ビ
デ
オ
上
映 

も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（３）　市民病院広報 



　７月６日(火)に七夕まつりが開かれました。この日はゆかた姿でたくさんの患者さんが参

加しました。まず、　舞いリハ　の嚥下体操で体をならし、お手玉入れゲームで七夕まつり

がスタートです。１人20個のお手玉をかごの中に入れるゲームですが、皆さんソツなくこ

なし余裕の表情でした。 

 風船バレーやトイレットペーパー巻きもあり、メラメラと闘志を燃やしているのが印象

的でした。 

 ゲームの途中では、２人の患者さんがアカペラで　岸壁の母　　かごの鳥　などを熱唱し、

私たちの心をジーンとさせてくれました。また即興で　バナナのたたき売り　も登場し、

盛り上がりました。最後は恒例のパン食い競争です。皆さん大口開けてパンにかぶりつき

ましたね。もちろん私もですが・・・この日は、歌って、笑って、体を動かして、とても

楽しい一日でした。 

 今回は、ご家族の参加が少ないようでした。昼間の行事でなかなか参加する時間が取れ

ないと思いますが、授業参観感覚で、次回はぜひ参加していただき患者さんと一緒に楽し

んでください。 

市民病院広報　（４） 



　６月１８日に本年度第１回目の糖尿病教室を

開きました。医師による糖尿病についての講話

や保健師による平戸市における糖尿病の推移、

食事療法についてのグループワークなど、盛り

だくさんの教室となりました。今回の参加者は

44人で、初めて糖尿病と診断された方から、昨

年度に引続き復習をかねて参加された方など様々

です。 

 現在、糖尿病にかかっている人は、全国で

600万人、境界型糖尿病の人が1300万人いると

いわれています。こうした人たちが、食事のコ

ントロールなどをしない生活を続けると、高齢

化社会も加わって、糖尿病の罹患率は今後さら

に高まることでしょう。今日、糖尿病の合併症

である網膜症で失明する人や腎症による透析療

法を受ける患者様が急増し、医療費も増えつづ

けています。幸いにも、糖尿病は初期の段階な

ら比較的容易に症状を改善することができます。

そのためには、糖尿病を早く発見し、糖尿病に

ついての正しい知識を身につけ、それを実行す

ることが大切です。 

 皆さんも糖尿病教室に参加して、私たちと一

緒に勉強しませんか。次回は、糖尿病の合併症、

食事療法についての体験コーナーなどを予定し

ています。糖尿病で治療中の方やそのご家族の方、

興味のある方など、ぜひご参加ください。 

●なるべく参加させていただくつもりです。わ

　かっているつもりでも、いつのまにか、カロ

　リーオーバになっているようです。教室を開

　いていただくことによって、ガツンと自分に

　厳しく自覚、継続して頑張りたいです。 

●「なってから」より「なる前」の意味で、40

　代、50代の人の糖尿病教室参加への配慮を希

　望します。 

●糖尿病教室のおかげで、養生法がわかり助か

　っています。今後ともよろしくお願いします。 

（５）　市民病院広報 



 2階病棟は、病床数58床の一般病棟です。 

 一般病棟というのは、治療が必要な患者様が

入院する病棟のことです。中南部で唯一の入院

施設ですから、年齢も高齢者から乳幼児までと

幅広く、また、外科、内科、整形外科、眼科、

小児科と5つの診療科の患者様に対応できるよう

になっています。 

 看護は、患者様2.5人に対し看護師1人の割合

で行っています。看護助手も6人いて、身の回り

の事を主にお世話しています。スタッフは32人

で平均年齢は35歳です。 

 本年度の目標を「患者様の生命を尊重し、看

護判断及び実施行為に責任を持とう」に設定し、

患者様と接しています。ばたばたと目まぐるし

い毎日ですが、笑顔と若さで乗り切って頑張っ

ています。 

 どうぞよろしくお願いします。 

 こんにちは、給食室です。 

 患者様の「おいしかったよ」のひとことを励

みに食事を作っています。平成13年５月１日から、

九州第２位のシェアを誇る(株)レオック西日本

に民間委託しています(管理栄養士以外)。給食

室のスタッフ構成は、管理栄養士１人、栄養士

１人、調理師・調理員12人の合計14人です。 

 疾病にあわせた食事の提供はもちろんのこと、

食べるということは、生きていくうえで欠かせ

ない行為であり、楽しみでもあります。 

 食の楽しみという観点から、月１回の選択メ

ニューと、年２回デザートバイキングを催して

います。 

 患者様の笑顔が少しでも多くみられるように、

日々精進していきますので、これからもよろし

くお願いします。 

市民病院広報　（６） 



　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
広
報
誌
。
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
多
く
の
写
真
入
り
で
院
内
の
様
子
が
良
く
わ
か
り
、
興
味

深
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。 

　
毎
日
の
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
現
代
社
会

で
す
が
、
外
来
の
待
合
室
で
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
会
話
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

誰
か
さ
ん
が
来
て
な
い
け
ど
具
合
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と

案
じ
て
い
る
の
で
す
。
相
手
を
気
遣
う
気
持
ち
は
十
分
わ
か
り

ま
す
が
、
反
面
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

　
病
院
は
、
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
や
訪
れ
る
方
々
の
唯
一
の

場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。 

「
癒
す
」
雰
囲
気
の
病
院
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
広
報
誌
を
拝
読
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
る
心
ゆ

き
、
挑
戦
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
積
町
　
　
林
　
　
李
代
子 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
積
町
の
林
さ
ん
か
ら
広
報
誌 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
読
ん
で
の
貴
重
な
感
想
を
い
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
声
を
お
聞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 外来に勤務している村川紀美子看護師が、８月３日に東京の日 

本武道館で行われる「第21回全国家庭婦人剣道大会」に本県代表 

として出場することになりました。また、長崎県の剣道国体強化 

選手にも選ばれており、今回の大会の活躍によっては、10月24日 

に行われる国体剣道大会の代表も期待されます。 

　そこで、今回の出場等に関していろいろとお聞きしました。 

Q１　剣道はいつ頃から？　始めたきっかけは？ 

 　中学入学時、先輩の道着袴姿に憧れて入部しました。 

Q２　剣道をやって良かったこと、つらかったことは？ 

 　良かったことは、稽古・合宿などを通して各県の強化選手と交流ができ、精神的にも鍛錬ができ

　たことで、辛いことは、長崎までの稽古に行くまでの道のりです。 

Q３　今回、全国大会に出場することに対しての感想をお願いします。 

 　各県の強化選手と武道館で剣を交える事を大変誇りに思います。平戸の子供達の励みになればと

　思います。 

Q４　これからの目標を教えて下さい。 

 　今回の強化合宿や稽古で学んだことを子供たちに伝えていき、地域の剣道の発展に役に立ちたい

　です。 また、県内だけにとどまらず全国に目標をおき、日本一・世界一の剣士を育てたいです。 

　　　　　　　　　　　　みなさん、これからの活躍を応援しましょう!

（７）　市民病院広報 



編 集 後 記  編 集 後 記  

ねしこねしこ

ふるさと歴史探訪ふるさと歴史探訪
　
た
だ
今
猛
暑
の
真
っ
最
中
、
こ
の

夏
と
い
え
ば
、
県
外
か
ら
の
海
水
浴

客
で
賑
わ
う
根
獅
子
の
浜
は
有
名
で

す
が
、
今
回
は
根
獅
子
が
探
訪
地
で

す
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
の
色
と

遠
浅
の
白
い
砂
浜
は
、
い
つ
訪
れ
て

も
心
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。 

 

根
獅
子
は
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
里
と
し
て
も
有
名
で
、
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
館
や
お
ろ
く
に
ん
様
、
小
麦

さ
ま
の
お
墓
な
ど
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
跡
地
に
り
っ
ぱ
な
海

浜
公
園
が
整
備
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

一
五
八
八
年
、
豊
臣
秀
吉
の
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
、
さ
ら
に
、
一
六
一
三

年
の
家
康
の
禁
制
に
よ
り
、
切
支
丹

信
徒
に
と
っ
て
長
く
て
暗
い
受
難
の

日
々
が
続
い
て
い
く
。
次
第
に
き
び

し
く
な
る
弾
圧
の
な
か
で
、
多
く
の

切
支
丹
信
徒
が
捕
ら
え
ら
れ
処
刑
さ

れ
ま
し
た
。
一
六
三
五
年
、
薄
香
、

獅
子
、
根
獅
子
の
切
支
丹
七
十
人
余

り
が
、
根
獅
子
の
浜
で
処
刑
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
遺
体
は
海
に
流
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
海

に
捨
て
ら
れ
た
遺
体
の
う
ち
六
体
が

浜
に
つ
い
た
の
で
、
お
も
む
ろ
に
葬

っ
た
と
い
わ
れ
、
六
人
を
葬
っ
た
の

で
お
ろ
く
に
ん
さ
ま
、
ま
た
は
、
う

し
わ
き
さ
ま
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
二
八
〇
年
余
り
に
わ
た
る
厳
し
い

迫
害
と
圧
迫
を
受
け
な
が
ら
、
信
徒

の
信
念
と
団
結
は
強
く
な
り
、
オ
ラ

シ
ョ
を
唱
え
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と

な
り
、
信
仰
を
守
り
続
け
ま
し
た
。 

　
二
十
六
代
松
浦
藩
主
鎮
信
公
は
、

秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
に
従
軍
し
た
と
き
、

小
麦
畑
に
隠
れ
て
い
る
姫
を
見
つ
け

一
五
九
八
年
、
平
戸
に
連
れ
帰
り
ま

し
た
。
こ
の
姫
を
小
麦
様
と
い
い
、

鎮
信
の
側
室
と
な
り
三
人
の
子
供
を

生
み
、
そ
の
二
男
松
浦
蔵
人
信
正
は
、

根
獅
子
、
獅
子
、
生
月
に
三
千
石
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
鎮
信
公
が
亡
く

な
る
と
、
小
麦
様
は
、
髪
を
そ
り
尼

と
な
っ
て
根
獅
子
に
移
り
住
み
、
一

六
二
九
年
に
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ふるさと歴史探訪
ねしこ

おろくにん様 

小麦様の墓 キリシタン資料館 

 第２号の「竜のおとし子」はいかがでしたか。第１号に比べると若干ページ数・内 

容は少ないですが、わかりやすい内容になっていると思います。現在は、病院内の日 

々の取組みなどの紹介を行っていますが、「こんな内容も載せたらどう」など、皆様 

からのご意見・ご要望をぜひお寄せください。皆さんはこの暑い夏をどうやって過ご 

していますか？わたしは、スポーツで汗を流して体調を整えています。皆さんも夏バ 

テをしないよう体調管理に気をつけて、暑い夏を乗り切りましょう！　　　　豊住 

編 集 後 記  

市民病院広報　（８） 


